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地震に関連する電離層の擾乱は放送局からの電磁波が見通し距離外で受信されることや、電離層ゾンデの観測
などから検出されている。この擾乱メカニズムの一つの解釈として地震に関連して地表が帯電し、そのため大気電
場が発生し結果として電離層を擾乱させている可能性が考えられる。そこで我々はコロナ電流の観測によって大気
電場、電離層ゾンデにより電離層を同時に観測することによって、電離層擾乱の物理的過程を明らかにしようと試
みる。台湾に５カ所、日本に６カ所の大気電場観測地点を設置し常時観測を行っている。またセンサーと観測装置
の特性を室内実験により明らかにする。 

 
 
地震に関連する電離層の擾乱は放送局からの電磁波が見通し距離外で受信されることや、電離層ゾンデの観測

などから検出されている。特に Liu(2000)らは地震前、電離層のプラズマ振動数の最大値（foF2）が減少すること
を統計的に明らかにしている[1]。この電離層擾乱過程には、化学的要因、大気振動などの力学的要因、電磁気学
的要因など大きく３つの要因が指摘されている。これらの一つの解釈として地震に関連して大気電場が発生してお
り、それらが電離層を擾乱させている可能性がある。従って、地表がプラスに帯電していることを確認することは
重要な研究課題となる。また地震に関連した大気中での電場観測は研究者にとって興味深いことであるにも拘わら
す、局所的な強い影響があり様々なノイズと信号を識別することが極めて困難である。従って地震に関連した大気
中での電場観測はほとんどなされていない。そこで、我々は保守も簡単で比較的ノイズに対しても強いコロナ電流
の観測によって大気中の電場を測定するシステムを開発した。このコロナ電流は周囲の電場が 200-500V/m 以下で
は流れない。それ故、雷活動や雨、湿気などのノイズを気象データと観測データを比較することで、比較的容易に
目的の信号を識別することができる。 

今回我々は大気電場と電離層を同時に観測することによって、電離層擾乱の物理的過程を理解しようと試みる。
また現在日本国内に６ヶ所、台湾国内に５カ所の大気電場観測地点を設置し観測を常時行っている。電離層は電離
層ゾンデのデータを用いる。 
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